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第 5回高森町景観計画策定委員会 会議録 

 

日 時：平成 28 年 11 月 10 日（木） 

13 時 15 分～14 時 35 分 

場 所：高森町福祉センター中ホール 

出席者：委員１６名 

事務局５名 

 

1. 開 会 

2. あいさつ 

3. 協議事項 

（1）段丘林のゾーニングについて（00：02：00～）, 

(事務局・地域総合計画より資料説明) 

 

《委員》 

段丘林でほとんど個人所有者が多いわけですが、例えば太陽光化を避けるために、里山整備

のような間伐等の作業が必要だと思うが、補助はつけていく予定はあるのですか。  
 

《委員》 

補助については県の補助や森林税を活用したり、町が行ったり区で行ったり直接地主さんに

下りてくるような集林の整備がありますが、ただ、１００％下りるわけではないので、自己負

担がどうしても出てくる。その辺は今日お示しいただいている段丘林について保全していこう、

整備していこうと施策の方針が決まれば、町としても既存の補助事業を使うのはもちろんです

が、町としてさらに自己負担をどうするかという検討も必要かと考えています。 

 

《委員）》 

太陽光ゼロで皆管理も簡単になる。かたや自己負担を出して、今まであまり見向きもしなか

った山林を整備していくというのは、確かに気持ちは分かるので、自己負担をどのようにカバ

ーしていくのかというのが課題だと思います。 

 

《委員》 

今現在の里山整備位の自己負担にしてもそんなに大きなものではないので、ほとんど補助で

できてしまう。 

 

《委員》 

既存の事業はブラッシュアップしていきたい。 

 

《委員》 

今のことは大体分かりましたが、例えば太陽光パネルを設置したいということが出てきた時

に、それは NO というか、景観のことがあって設置しがたいということは、どこが判断しても



 2

らえるのか。これからこういうものが出来た時に。 
 

《事務局》 

計画が出来上がって、それがきちんと町民の皆さんのご理解を得て成案になった場合につい

ては、今のところは建設課の管理係の方にきちんと届出が出てきて、この後決めて頂く広域農

道の沿線の建物の色等も含めて、きちんと審査をさせて頂くということになると思います。 

 

《委員》 

それぞれの区で個別に対応するということは、一切ないと考えてよろしいですか。 
 

《事務局》 

例えば、段丘のこの林の部分は禁止していますということが、禁止条例と併せてきちんと出

た場合については、区の方で何かをして頂くという必要はないと思います。微妙な所とかはど

うなるのかという所がありますが。現在でも 500 ㎡以上の開発行為の部分については、区の方

にお願いしています。 

 

《委員》 

既に設置されてしまった所はどうしようもないということですか。 
 

《事務局》 

そうですね。次の更新が難しいということになると思います。 

 

《委員》 

農業委員の会長さんがいますが、農振地域とか第 1 種の用地には規制がかかっているので出

来ない。どこでも出来るというわけではないので。 
 

《委員》 

１種農地には基本的にはいりません。ただ、それ以外の土地について、農地をする場合には

条件ができれば許可になると思います。ただ、高森も今、なっているのは森林や山ではなく、

山のように見えても農地だった所がほとんどですので、小学校の向こうも農地で森林ではあり

ません。その審議は農業委員会の方でやっていますが。 
 

《委員》 

地目はだいたい農地なのですね。 
 

《委員》 

今のところはそうですね。 
 

 

《委員》 

逆というのはないのですか。例えば、畑として作っているが、本来そこは山だったというこ

とはないですか。 
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《委員》 

農地だけど山状態になっているという土地はいくらでもあります。 
 

《委員》 

特に私は山吹の方の段丘林と言われる所の認識がよく分かるので、その点で申し上げますが、

大体がかなり急斜面ということと、非常に荒れていて、竹林になっていたり、豊丘の方から見

ると緑のベルトのような良い景観だなというふうに感じるかもしれませんが、実際に傍に行く

と、こんな急斜面であったり、谷のような所だったり、あまり土地として価値のあるような所

はないが、最後にここにも書いてあるように、四季折々の風景が楽しめるようなことで、高森

としての価値、段丘林としての魅力を残すような方向でやっていければいいと思う。例えば、

遠くを見るとよくコブシが一面にあったり、春先に山桜がものすごく密生していたりという所

があるので、それも段丘林といわれるゾーンになってくるので、私の認識では太陽光に適した

所はゾーンの中には、山吹ですが、とにかく荒地でどうしようもない所が多いのではないかと

いう認識です。したがって四季折々を楽しませるような所に価値があると思います。 
 

《委員》 

エリアのことですが、段丘崖の崩れを防ぐために作られた配置だと思いますが、2 ページの

上の所に点線で区域が写真にあるが、先ほどここを対象にすると言われた。 
 

《地域総合計画》 

対象については 1 ページの地図の方の範囲になります。2 ページの写真はイメージで、全面

ではなく部分的なものです。 

 

《委員》 

この緑の所が全てですか。 
 

《地域総合計画》 

はい、段丘林としての対象地域です。 

 

《委員》 

わかりました。 
 

 

(事務局・地域総合計画より資料説明) 

・7 ページからの説明（00：28：20～00：35：00） 

 

《委員》 

区域の設定ですが、同じ行政内で統一できていなくすみませんが、1 ページの松川境の一般

県道山吹停車場線の所は、既に工業用地として売りに出して誘致をかけてありますので、その

部分の区画を除きます。 
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《委員》 

自分が誘致枠といって外さずに申し訳なかったです。 

 
《委員》 

ここの部分は除かれますので。 

 
《委員》 

工業団地といっている所ですよね。 
 

《事務局》 

そうです。 

 
《事務局》 

一般県道山吹停車場線と書いてある、ここの塗りつぶした色全部を外しておいて頂かないと、

ここは切り崩して。 

 
《委員》 

松川境の所は残るような気がしたのですが、正確に図面の訂正でお願いします。 

 

《委員長》 

その他の基準の中で、生態系の保護活動は、今現在ないわけですよね。 
 

《事務局》 

自然愛護会とかです。 

 

《委員長》 

そういう所ですか。区、個人所有等の民有林の維持・管理の推進、支援ということで、先ほ

どご意見でましたが、私の所では第 4 次に取り組んでいるけれど今回、12 月で 4 回目の里山整

備事業、これは民間の人たち、個人が多くて、地域を越えてまであるが、座光寺、上里と飯田

のほうまで印鑑をもらってきて、今度４次をやるけれどほとんど（地元）に住んでいない。 
 

《委員》 

これをもらうのに、地番を見ると所有者が、東京とかいろんな所で分からないのがいっぱい

あります。まとまった面積がないと対象になりませんよね。 
そうした事情があり、個人の所有地でも対応できる仕組みができれば。 
 

《委員》 

それと、その下の広葉樹の植林、転換の推進、支援ですが、これは若干、苗木の補助とかあ

ればいいが。 
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《事務局》 

例えば、４月末に植樹祭をやるが、あの植樹祭はあんな山の方でやらなくても、この辺の里

山で、例えば個人の所でやってもいいということがあれば、そういう所でやるということも考

えればいいと思います。例えば中学校の所、全部切ってしまったが、切って下から中学校も見

えて調子良いなとは思うが、本当にあのままで良いのかどうなのかというのは別の話なので、

あれで植物が何もなくなって低木みたいなものばかりになれば、それだけやはり崩れる危険性

も出てくるということもあるので、若干そういう所に木を植えたりというのはしなければいけ

ないというのはありますが、あそこも個人所有の山になります。 

 

《委員》 

ソーラー発電の問題ですが、農地に関わる問題は農業委員会であがってきますが、雑種地、

山林は何もしなくても現在のところ自由に設置出来ますので、この場合はその部分を出来ない

ようなきちんとした措置をしないと、今のところ森林などは届出も何もいらないのですね。 
 

《事務局》 

今のところ 500 ㎡超えるようなものであれば、町に 1 回届出は出てきますが、町も結局お断

りが出来ないので、排水計画というのを上げて頂いて、雨量が飲めるとか雨の場合大丈夫だと

いうことが計画上、反映できれば許可をしてしまっている状態です。 

 

《委員》 

山林は許可が要らない。 
 

《事務局》 

山林も 500 ㎡以上なら、届出だけは必要です。 

 

《事務局》 

伐採届けをしているだけ。 
 

《委員》 

これだけだとやはり不足なので何らかの規制が必要 

 

《事務局》 

どちらにしても、太陽光発電のガイドラインというのを、高森町はいまだに示していないと

いうのは、長野県もやりかけて頂いたのですが、最終的には町に任せるという形になってしま

ったので、そうはいっても県の方からガイドラインはこういうものがいいのではないかという

のは先月位にお示し頂いたので、そういうものも参考にガイドラインを作りながら、そのガイ

ドラインの中で、いわゆる禁止場所を明確にしたいと考えています。 

 

《委員》 

この建築物とかそういったことで、（１）で触れて頂いてあるが、中央道を走っていると、山

林の中に大きな看板があるようなケースがあります。この段丘林については、どこから見ても

見えるという中で、今のところ大きな看板は見た記憶はないが、今後その大きな看板は出てく
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る気がするので、屋外掲示物についても触れたほうがいいと思いますが、いかがでしょうか。 
 

《事務局》 

今のところ中央高速の下側を段丘林にしてあるので、国道から走っていく所で、看板等を段

丘林の中に立てられないような形を考えます。 

 

《事務局》 

中央道沿線は看板の大きさの規制があります。高速道路から見えると規制がかかります。見

えなければいい。  

 

《事務局》 

もう少し規制事項を和らげた方がいいとか、もう少し厳しくした方がいいといったご意見あ

りますか。 

 

《委員長》 

そんなに太陽光がどんどん出来るのか。 
 

《事務局》 

南向きの斜面だと、例えば高速道路、中津川からこちらに走ってくると、中津の山の所が全

部、太陽光パネルに変わってしまっている所があるのです。南向きの斜面は日当たりが良いと

か日照時間が長くなるので、当然そういうことを考える人がいてもいいと思うのですが、そう

すると、例えば沢にはわせたような所、田沢川の北側の斜面とかも可能性があるかなと思いま

す。あとは地主がどう考えるかというのが一番大きな問題です。ただ、それよりもどちらかと

いうとそこを規制しながら、基本的には手が入ってないものを、この計画を元に地主の皆さん

にもご理解を頂いて、当然、県や町の補助というのはあるが、きちんと手入れをして頂きたい

という気持ちもあります。ほとんど竹やぶに変わってしまっていたり、どちらかというと区や

地区の皆さんが皆で竹の伐採を、個人の山のものをやったりという、そういう作業をして頂く

ことも大事だと思うが、本来は個人の財産で個人の人たちもそれなりの管理をしていくとか、

山の場合は相続されていないとか先ほどお話ありましたが、相続者がその土地が自分の土地だ

ということを知らずに相続がおちているケースが結構あるので、町外に行ってしまうだけでは

なく、きちんと自分の土地だということで努力して守って頂く、もしくは守って頂けないので

あれば、今後どういう方向性を持つかということも町も考えなければいけないので、町の山林

の面積を増やしていくのか、一つの提案材料にはなる、そういう計画にはなるのではないかと

思います。このまま放って置くと、ちょっと大変なことになりそうな気はします。里山だけで

はないですが。 

 

 

 

《委員長》 

竹林整備もやっていますが、森林組合が入って木を切ってくれているが、それだけではだめ

ですよね。だけど、あれを個人の人たちにもやってもらえればいいが、できない。 
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《事務局》 

一回薬を入れて、竹やぶを枯らした時に、その後の処理が遅れて、町民の皆さんからまちづ

くり懇談会に多くのご批判をいただいたことがありまして。 

 

《委員長他》 

今また、戻ってきている。 

 

《委員》 

質問ですが、太陽光パネルを設置して、借り入れをして設置した場合、ある程度高齢の方が

設置して、相続対象に貸し方というか、その場合、子供たちに対しての相続、金額が減額にな

る、あるいは免除になるところまで考えて太陽光パネル、そこで利益が出なくてもいいので、

とんとんになればいい位ということで設置する人というのは実際いるのでしょうか。アパート

に近いと言いましたが、利益自体は望んでいないが、持っているよりは子供にお金が残ればい

い位の感覚で、あまり景観のことを重視していないのではないか。 
 

《事務局》 

太陽光の一番のケースは、地主は多分土地を貸しているだけで、上物はそういう会社が持っ

て利益は、売電収入の何パーセントが地主に戻るようなシステムになっているところがほとん

どだと思います。上物についての貸し受けであったり、そういったものはないと思いますが、

ほとんどのケースが 15年後、償却期間を過ぎた時に、それを地主に引き渡す契約になっていま

す。そうすると、地主はもらってもほとんど償却は終わっているところで、まだ償却後も発電

できるとは言われているが、全然収入がないうちに、もしかしたら撤去しなければいけないと

そういう問題は出てくると思う。 

 
《委員》 

今土地を貸すのではなくて、もう売買してしまう、売ってしまうケースが増えています。ほ

とんど土地を売ってしまう、そうすれば土地所有者が色々言えないというか。 
 

《事務局》 
太陽光パネルも悪くないと思うのですが、15 年後、20 年後を考えてきちんとしていかないと

大変です。 
 

《委員》 

契約の時にしっかりしたものを作っておかないと、今言ったように、太陽光パネルを設置し

た会社も将来ずっと安心ではないので、その会社が倒産したら一体誰が投資するのか、ちゃん

と契約しておかないとだめです。 
 

 

《委員》 

そんなに歴史がない会社で始めていて、何十年もある会社ではなくて、意外とポンとつくっ

てしまって、今他所のところで行政も絡めて、訴訟問題になっていて、反射の問題とか景観の

問題とか、その地域はそれほど急傾斜地ではないので、土砂災害に対しての訴えはないですが、



 8

僕の知り合いが渦中にいまして、もめているというような話を聞きまして、それも一件や二件

じゃなく、やっている当人達も胃が痛いと言っているので、周りの人たちもきっと辛いのでし

ょうけれども、やる時はいいが後が大変だと思います。 
 

《委員》 

パネルは処理すると、一枚のパネルを新設するのと処理するのと同じ位のお金がかかります。

そういうことがちゃんと分かっていてやっているのかというのも、普通の産業廃棄物ではなく

て。 
 

《事務局》 

それではこれからまだ他の話題もありますが、段丘の部分についてはこんな形でもよろしい

ですか。それではまだまだ、原案でありますのでこれからきちんとした文章に直した形のもの

は今後ご用意させて頂きたいと思います。もう一点の重点地域が広域農道沿線ということにな

っておりますが、そこに入ると話が長くなるので、今日は段丘林に関係した段丘林以外の林、

いわゆる今回位置づけたのは中央高速より上の森林になっている部分です。そこは県の方で山

地・高原地域というような形で位置付けをされていまして、基本的にはそこのガイドラインと

合わせるような形というのを、今回、案で出しています。その説明をお願いします。 

 

（2）山地・高原地域のゾーニングについて 

(事務局・地域総合計画より資料説明) 

・8 ページからの説明（00：53：35～01：04：10） 

 
《委員》 

今の色彩のことですが、新設したら調和しているという感じだと、いくら言ってもだめだと

思います。マンセル記号の何番から何番はだめだとか、そのくらいまでやらないとこれはただ

書くだけになってしまいます。 
 

《事務局》 

広域農道沿線については、是非それをやりたいと思いますが、山林の部分までは、色彩の番

号まで決めるのはどうかというふうには思うのですが。 

 

《委員》 

それだと何をやっても、建てる人が色彩合っていると思うと言えばそれまでになってしまい

ます。 
 

《委員》 

家を建ってもらわなければいけないこともある。あまり強い規制をかけると。 
 

《委員》 

そうでなくても恐れはあります。上市田の協定もそういう色彩とかには強くいってない 
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《委員》 

月夜平の橋がありますもんね。いいじゃないですか。あれのほうが目立つかと。 
 

《事務局》 

県の方では、実際これでけばけばしい色彩ということで、山間部としてだめ出しをしたりし

たことがあるのですか。 

 

《委員》 

非常に難しいと思います。けばけばしい色彩と言うのも、以前の委員会で資料として出して

いただいた南箕輪村の場合は、その基準の中で標準の色彩の範囲が載っていますが、長野県で

は特に色彩の範囲について数値的には出していません。届出を出された方と、周囲の建物との

調和などについてお話しをして、変更していただいています。 

 

《事務局》 

実際に落として頂いたりするケースは？ 

 

《委員》 

一般の住宅でも、原色などのけばけばしいものもありますし、他県ですがテレビで裁判をや

ったりとかの報道をされたものもありましたが、最後はどちらが勝つかという話になってしま

うと思います。やはり、そこに建物を建てる方の協力がないと難しいと思います。 

 

《事務局》 

判例を見ていると裁判をやってもあまり行政が勝てるケースが少ないので、色を指定してい

ても負けてしまうケースもあります。やはり個人の主張でどうしても、あくまでも一つの目安

で町の計画としてなので、最終的な縛りというのは計画の中では難しいかもしれないが、お願

いしますというスタイルだけは。 

 

《委員》 

東京などの都会のように、そこに家を建てるのが誰だか分からないという事も少ないと思い

ますし、また、よそから来る場合でも、地元の地主さんがいて土地を売るということになるか

と思いますので、地域にお住まいの皆さんの共通認識というか、土地を売るにあたってもどの

ような点に配慮して欲しい等をよくお話ししてもらい、納得してもらってから売るという事が

大事かと思います。 

 

 

《事務局》 

余談になりますが、昨日、昔の足助町に定住の関係で視察に行きましたら、もう誰でも来い

という時代は終わったといって、多分裁判をやると負けてしまうが、地元の人が面接をして、

お断りするのです。あなたのような考え方の人は来てもらっては困りますと言って。それが、

建物を建てる土地も、家をリノベーションしようとしても、風景に合わないものを計画してき

たりとか、そういうことをするなら来てくれなくていいです、それを始めたら急に定住人口が

伸びた。 
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《委員》 

足助は大事な宿場の風景を残しているので。 

 

《事務局》 

あそこはセブンイレブンも茶色のセブンイレブンでした。景観計画で決まっているので。 

 

《委員》 

こういう所に住みたい人というのは、特殊といえば特殊で景観を非常に重視したいというか、

色番号は決めないまでも、ある程度規制してあげないと、場所が同じなので、道路から 10 メー

トルだと思いますが、畑沢だったらその手前にある 10 メートルは何も使えないのかという話

になってしまうので難しいですが、自分の家と見た山の景色でそこを買われるとしたら、その

隣に何とかホームという真四角な家が建ったりというのが、非常に好まないのです。全体があ

っての自分、自分があっての全体というイメージで、そこの山とそのロケーションを買われる

方が多いとすれば、ある程度規制をかけてあげないと、先の委員さんがおっしゃったように、

ある程度の足かせというかボーダーライン、モラルやセンスがあった方が、そこを選び易いと

いうか、この先やっても隣に変な物が建つかもしれないというよりは、そういう人達しか来な

いと思う方がいい気がするが、積極的にこういう所を買ってくださいとはしないが、やはりイ

ンフラのことを考えるとコンパクトシティというのも崩壊しつつありますし、車社会じゃない

車なしでもコンパクトにまとめるというのをいろんな所でやったがだめだったというのもあり

ますし、車も自動制御になってくると、とりあえず免許を持っていれば目的地まで行けるとい

う状況が近いうちに来るとすると、スタットレスだけ履いていれば山間地でも住めるというこ

とも現実的になってくるのも近いところに来ているので、気持ち良く住まわせてあげられると

ころにしておいた方がいいし、もしその人達が居なくなった時に、競売するなりお子さん達や

家族が売るなりした時も次に入ってもらいやすいようにした方が、空家対策の予防というか、

ある程度の形を作っていった方がいいような気がします。 
 

《事務局》 

今、牛牧区の景観協定では、色はありましたか。 

 

《委員長》 

ある。 
 

 

 

《事務局》 

あと山形屋根の建物にできるように指定が入っています。なので、向きはどちらでもいいが、

山形の屋根にしなければいけない。太陽光のソーラーパネルを上にのせようとすると、山形だ

と面積が減ってしまうので悲しいというご意見も中にはありますが、それでも牛牧区はきちん

と山形になっていますよね。    
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《委員長》 

部分的には裁判をかけられると言われて、前区長のときに区で会議を開いて、その代わり前

面にしなさいと、条件をだした経緯がある。 
 

《委員》 

とりあえず、この基準案で様子を見て、今後更にこれを厳しく、いったん決めてから簡単に、

枠を緩めていくということは難しいので、第一段階はこのようにしておいて、いろいろ問題が

でてきたら、第二段階にいくというやり方の方がいいのではないですか。前に牛牧区と同じよ

うにすべきだと言ったら皆さん反対でしたので、これでいいのではないかと思います。 
 

《事務局》 

色彩も、この後、広域農道の辺の所は、今日はやりませんが、うちで案を出させて頂いたり

しながら、その中で山地・高原地域でも当てはめていったらいいというような話になっていく

のであれば、そこの色を同じような形にしましょうかとか、山の方は緑地も多いし、きれいな

山もあるので、守られるのはいいことだと思いますので、そんな方向でとりあえず今、県の計

画等がそれに合うような形で考えていますが、話し合いの中でもう少し検討を深めていくよう

な形にしたいと思います。それでは、山地・高原地域の関係については、色の問題と形状の問

題が課題として上がったということで、本日については代替案を出すということではなくて、

また議案の方をこちらで出させて頂きたいと思いますのでお願いします。それでは、（１）、（２）

についてはこのような形で、本日、お願いしたい部分についてはこういった形です。今後の関

係ですが、それ以外のところがどうなっているのかというと、基本的には居住地域の関係であ

ったりとか、都市計画で指定している住宅専用地域等になりますけれども、いわゆる学校近辺

は住宅専用地域に指定されている、それは都市計画法のきちんとした基準がありますので、そ

こら辺については触れることもないと思います。田園地域の中、それ以外の住宅地については

一つの田園地域の指定をかけていますので、そこをご相談しながら、合わせて広域農道沿線の

建物の色彩、高さの問題をこの次の会議の時に、話し合いをさせて頂きたいと思います。一応、

色見本みたいなものはこちらでご用意させて頂きますが、印刷が指定した色にうまく出来るの

か分からないので、カラープリンター、レーザープリンターを使っても、キャノンとエプソン

で違う色が出てきたりするので、イメージが湧くような形で作れるか分かりませんが、この次

には色見本のようなものを用意したいと思います。ただ、ここの委員の皆さんがそういうお気

持ちになるための前段階の話し合いのようなものを若干させて頂きながら、次の段階に進んで

いきたいと思っております。あと２、３回、もしくは３、４回、会議の方はかかるかと思いま

すが、ご迷惑をおかけしますが、またご協力をお願いしたいと思います。 

 

 

 

《委員》 

太陽光発電は県の基準は頓挫したということですが、他の市町村で太陽光発電の設置の規制、

何かありますか。 
 

《事務局》 

今回、地域総合計画さんが全国で規制をかけた場所という所で、茨城県つくば市のものを打
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合せの時に持ってきて頂いたので、それに目を通しながら、この規制の仕方で良ければうちで

も出来るかなというのと、県の方も県が主でやるというのはやめていますが、案のようなもの

は作ってくれていますので、そこと合わせながらガイドラインを作っていこうかなと思ってい

ます。 

 

4. その他 

年内にもう一回お願いしたいと思っておりますが、12月の頭が議会月で議会の方の対応等が

入ってきますので、クリスマス前あたりになってしまうかと思いますが、ご迷惑のかからない

範囲でお願いしたいと・・・間違えました。議会中ですが、12月 10 日あたりで議会の日程と合

わせながら、もう一回お願いしたいと思いますのでよろしくお願いします。ありがとうござい

ました。 

 

5. 閉会 

 


